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１ 調査の概要 

（１）商圏調査の目的 

本調査では、北九州市の小売業の商圏を明らかにするとともに、市民及び周辺市町村居住者

の買物行動とその変化を把握することによって、今後の商業施策を展開していく上での基礎資

料とすることを目的としている。 

（２）調査の概要 

ア 調査地域と対象者 

調査地域は、北九州市圏域（北九州市及び北九州市を中心とした概ね半径４０ｋｍ圏内に

ある３０市町村）であり、過去に実施してきた商圏調査範囲に令和４年から上毛町を追加した

地域である。 

居住区分 対象者数 対象の範囲 

市内居住者 ８,５００名 
令和４年８月１日時点の住民基本台帳より無作為に抽出し

た １８歳以上の男女 

市外居住者 ２,８００名 調査対象エリア内に居住する １８歳以上の男女 



2 

配布数 回収数 配布数 回収数

北九州市内 ８,5００ ３,１９３ 田川地域 １９９ １９２
門司区 ８４４ ３３０ 田川市 １００ ９３
小倉北区 １,666 5７３ 田川郡香春町 ２４ ２４
小倉南区 １,８９6 6９４ 田川郡添田町 ２１ ２１
若松区 ７２４ ２９２ 田川郡川崎町 ３6 ３6
八幡東区 5８０ ２１９ 田川郡大任町 １１ １１
八幡西区 ２,２７０ ８４４ 田川郡赤村 ７ ７
戸畑区 5２０ ２０6 京築地域 5３９ 5４１
区不明 ０ ３5 行橋市 １４７ １４３

北九州市外計 ２,８００ ２,6７３ 豊前市 5４ ７４
遠賀・宗像地域 ４７6 ４７０ 京都郡苅田町 ７３ ７４
中間市              ８８ ８８ 京都郡みやこ町 ４２ ４４
宗像市              １９6 １７5 築上郡吉富町 １４ １４
遠賀郡芦屋町 ２９ ２８ 築上郡築上町 ２１ １９
遠賀郡水巻町 5９ 6８ 築上郡上毛町 １８ １８
遠賀郡岡垣町 65 ７１ 中津市 １７０ １55
遠賀郡遠賀町 ３９ ４０ 下関地域 １,０２6 ９４０

直方・飯塚地域 56０ 5３０ 下関市 55３ 55９
直方市              １１７ ９８ 宇部市 ３４３ ２７１
飯塚市              ２65 ２5９ 山陽小野田市 １３０ １１０
宮若市              5９ 5７
鞍手郡小竹町 １７ １７
鞍手郡鞍手町 ３４ ３４
田川郡糸田町 １９ １９
田川郡福智町 ４９ ４6

合計 １１,３００ 5,８66

イ 調査方法と期間 

居住区分 調査方法 調査期間 

市内居住者 郵送による配布・回収 令和４年９月１６日～１０月 ７日 

市外居住者 調査員の訪問による配布・回収 令和４年９月 １日～ ９月２７日 

ウ 調査票の回収状況 

居住区分 配布数 有効回収数 有効回収率

市内居住者 ８,５００ ３,１９３ ３７.６％

市外居住者 ２,８００ ２,６７３ ９５.５％

合   計 １１,３００ ５,８６６ ５１.９％ 

■ 市区町村別配布数及び回収数 ■ 

（３）報告書記述における注意事項 

報告書に掲載した回答のサンプル数は「Ｎ」で表記し、図表中の数値は原則として、回答数を

母数とした構成比で表示している。この構成比は小数点以下第２位を四捨五入し、端数処理を

しているため、合計は必ずしも １００％にならない場合がある。 

なお、複数回答（２ つ以上の選択肢を回答）の場合、構成比は １００％を超える。 

また、年代別などの図表における左側のサンプル数は性別・年齢・居住地等の属性不明者を

除いているため、これを合計しても全体のサンプル数と必ずしも同じになるとは限らない。 
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２ 北九州市の商圏 

《有効商圏人口の推移》 

 北九州市の有効商圏人口は、１８６万人（千人未満は切り捨て記述。以下同様。）。 

 平成２２年までは減少傾向にあったが、平成 ２７年から増加に転じている。今回は、北九州

市内は減少しているものの、市外からが増えた結果、全体では平成２７年に比べて ３.４％

増加している。 

 市外ではすべての地域で増加しており、直方・飯塚地域で １５.８％増加し、次いで遠賀・宗

像地域で １３.４％増加、下関地域で ９.６％増加となっている。 

■ 北九州市有効商圏人口の推移 ■ 

※有効商圏人口は、北九州市圏域の市町村ごとに、当該市町村の人口に当該市町村の買物出向率を乗じて得た数

値とした。（以下同様。） 

《商圏ランクの推移》 

令和４年・年 １回以上でみた商圏ランク 平成２７年から令和４年の商圏ランク変化

《１次商圏》・・・７区 １4市町村 
・北九州市内全区・中間市・芦屋町・水巻町・岡垣町

・遠賀町・直方市・鞍手町・糸田町・田川市・行橋市 

・苅田町・みやこ町・築上町・下関市 

《２次商圏》・・・１２市町村 
・宗像市・飯塚市・宮若市・福智町・香春町・添田町 

・川崎町・豊前市・上毛町・中津市・宇部市・山陽小

野田市 

《３次商圏》・・・２ 市町村 
・小竹町・吉富町 

《１次商圏へランクアップ》・・・５市町村 
・鞍手町・糸田町・田川市・築上町・下関市 

《２次商圏へランクアップ》・・・３ 市町村 
・宗像市・飯塚市・川崎町 

《ランクダウン》・・・５市町村 
・小竹町（２次→３次）・添田町（１ 次→２次） 

・大任町（２次→ランク外）・赤村（１ 次→ランク外） 

・吉富町（２次→３次） 

平成１２年 平成１７年 平成２２年 平成２７年 令和４年 平成２７年 令和４年

(ａ) (ｂ)
増加率(％)

(ｂ)/(ａ)-１
(ｃ) (d)

増減

(d)-(ｃ)

１,０１１,４７１ ９９３,5２5 ９７6,８４6 ９6１,８１5 ９３９,０２９ ▲ ２.４％ １００.０％ １００.０％ ０.０

７８２,８７5 ７９４,6０5 ７３９,８１３ ８３７,１１6 ９２１,２１5 １０.０％ 6１.6％ 6９.７％ ８.１

遠賀・宗像地域 １66,８４９ １７5,２９８ １6７,４７３ １5８,９65 １８０,３３２ １３.４％ 6８.5％ ７８.８％ １０.３

直方・飯塚地域 １２７,０２6 １１6,４5７ １１5,３１３ １４４,6９７ １6７,４９４ １5.８％ 5３.5％ 6４.２％ １０.７

田川地域 5３,３5４ 56,6４２ ３７,７４０ 5２,９66 56,４２１ 6.5％ 56.２％ 6４.０％ ７.８

京築地域 １6１,6３１ １８３,００９ １７８,6７０ １８１,5８７ １８９,３１３ ４.３％ 6９.6％ ７１.１％ １.5

下関地域 ２７４,０１5 ２6３,１９９ ２４０,6１７ ２９８,９０１ ３２７,655 ９.6％ 5９.７％ 6８.6％ ８.９

１,７９４,３４6 １,７８８,１３０ １,７１6,65９ １,７９８,９３１ １,８6０,２４４ ３.４％ ７７.5％ ８２.３％ ４.８

注）有効商圏人口算出に使用した人口は、国勢調査人口。

注）令和４年には上毛町を含む有効商圏人口、平成２７年以前は上毛町は含まれていない。

小倉中心市街地の有効商圏人口（人） 買物出向率(％)

北九州市

北九州市外計

合　　計

１,７９4,３4６
１,７８８,１３０

１,７１６,６５９

１,７９８,９３１

１,８６０,２44

１,６５０,０００

１,７００,０００

１,７５０,０００

１,８００,０００

１,８５０,０００

１,９００,０００

平成１２年 平成１７年 平成２２年 平成２７年 令和4年

（人）

北九州市の有効商圏人口（人） 
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■ 北九州市商圏ランクＭＡＰ ■ 

平成２７年北九州市商圏（年 １回以上） 令和４年北九州市商圏（年 １回以上）

平成２７年→令和４年商圏（年 １回以上）変化 参考：令和４年北九州市商圏（年２回以上）

【 参考：商圏の定義と有効商圏人口 】 

北九州市圏域の居住者に対する調査結果をもとに、市区町村ごとに、居住者が北九州市内のいずれかの商業

地区に年 1回以上の頻度で買物に出向く比率（買物出向率）を算出し、買物出向率に応じて以下の３区分で商
圏ランクを設定した。なお、北九州市の各行政区は、北九州市全体の商圏としては１次商圏に分類した。

１次商圏 買物出向率 70％以上の市区町村
２次商圏 買物出向率 50％以上 70％未満の市区町村
３次商圏 買物出向率 30％以上 50％未満の市区町村

１次商圏

２次商圏

３次商圏

１次商圏

２次商圏

３次商圏

１次商圏

２次商圏

３次商圏

商圏ランクが高次に変化

商圏ランクに変化なし

商圏ランクが低次に変化

有効商圏人口 1,702,755人 
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平成１２年 平成１７年 平成２２年 平成２７年 令和４年 平成２７年 令和４年

(ａ) (ｂ)
増加率(％)

(ｂ)/(ａ)-１
(ｃ) (d)

増減

(d)-(ｃ)

７6１,３９８ ７８７,８２5 ８３０,８７９ ７１８,１２８ 655,566 ▲ ８.７％ ７４.７％ 6９.８％ ▲ ４.９

5７２,6３３ 5７6,２７０ 5７6,７１6 ７１７,5３９ ７４９,２０１ ４.４％ 5２.８％ 56.７％ ３.９

遠賀・宗像地域 6１,４6４ ７２,5４２ ９5,０９３ １００,6４０ １２９,6０８ ２８.８％ ４３.４％ 56.6％ １３.２

直方・飯塚地域 ７３,７０４ 65,３5７ ７３,４１３ １１３,４７８ １２９,２5３ １３.９％ ４２.０％ ４９.5％ ７.5

田川地域 ４４,6７０ ４6,666 ３３,０７6 ４８,３３１ ４８,３56 ０.１％ 5１.３％ 5４.９％ ３.6

京築地域 １３８,８４5 １４１,９66 １４９,９４6 １66,１１5 １55,３３２ ▲ 6.5％ 6３.6％ 5８.４％ ▲ 5.２

下関地域 ２5３,９5０ ２４９,７３９ ２２5,１８８ ２８８,９７5 ２８6,65２ ▲ ０.８％ 5７.７％ 6０.０％ ２.３

１,３３４,０３１ １,３6４,０９5 １,４０７,5９5 １,４３5,66７ １,４０４,７6７ ▲ ２.２％ 6１.９％ 6２.１％ ０.２

注）有効商圏人口算出に使用した人口は、国勢調査人口。

注）令和４年には上毛町を含む有効商圏人口、平成２７年以前は上毛町は含まれていない。

北九州市

北九州市外計

合　　計

小倉中心市街地の有効商圏人口（人） 買物出向率(％)

１,３３4,０３１

１,３６4,０９５

１,4０７,５９５

１,4３５,６６７

１,4０4,７６７

１,２５０,０００

１,３００,０００

１,３５０,０００

１,4００,０００

１,4５０,０００

１,５００,０００

平成１２年 平成１７年 平成２２年 平成２７年 令和４年

（人）

３ 小倉中心市街地の商圏 

《有効商圏人口の推移》 

 小倉中心市街地の有効商圏人口は、１４０万 ４千人。 

 平成 １２年以降、増加傾向にあったが、平成 ２７年と比べて、市外が ４.４％増加しているも

のの、市内で ８.７％減少しているため、全体では２．２％減少している。

 市外を地域別にみると、遠賀・宗像地域で ２８.８％増加、直方・飯塚地域で １３.９％増加して

いるが、京築地域で ６.５％減少、下関地域で ０.８％減少している。 

■ 小倉中心市街地有効商圏人口の推移 ■ 

《商圏ランクの推移》 

令和４年・年 １回以上でみた商圏ランク 平成２７年から令和４年の商圏ランク変化

《１次商圏》・・・５区 １市町村 
・門司区・小倉北区・小倉南区・八幡東区・戸畑区 

・行橋市 

《２次商圏》・・・２ 区 ２１市町村 
・若松区・八幡西区・中間市・宗像市・芦屋町・水巻町

・遠賀町・直方市・宮若市・鞍手町・糸田町・福智町 

・田川市・香春町・川崎町・豊前市・苅田町・みやこ町

・築上町・上毛町・下関市・宇部市・山陽小野田市 

《３次商圏》・・・５ 市町村 
・岡垣町・飯塚市・小竹町・添田町・中津市 

《１次商圏へランクアップ》・・・１ 市町村 
・行橋市 

《２次商圏へランクアップ》・・・4 市町村 
・宗像市・田川市・川崎町・山陽小野田市 

《３ 次商圏へランクアップ》・・・１ 市町村 
・飯塚市 

《ランクダウン》・・・９ 市町村 
・岡垣町（１次→３次）・直方市（１次→２次）・糸田町

（１次→２次）・添田町（１次→３ 次）・大任町（１次→

ランク外）・赤村（２ 次→ランク外）・苅田町（１次→２

次）・吉富町（２ 次→ランク外）・中津市（２ 次→３

次） 
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■ 小倉中心市街地商圏ランクＭＡＰ ■ 

平成２７年小倉中心市街地商圏（年 １回以上） 令和４年小倉中心市街地商圏（年 １回以上） 

【参考】

平成２７年→令和４年商圏（年 １回以上）変化 令和４年小倉中心市街地商圏（年 ２回以上）

１次商圏

２次商圏

３次商圏

１次商圏

２次商圏

３次商圏

商圏ランクが高次に変化

商圏ランクに変化なし

商圏ランクが低次に変化

１次商圏

２次商圏

３次商圏

有効商圏人口 1,114,397人
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平成１２年 平成１７年 平成２２年 平成２７年 令和４年 平成２７年 令和４年

(ａ) (ｂ)
増加率(％)

(ｂ)/(ａ)-１
(ｃ) (d)

増減

(d)-(ｃ)

北九州市 ４１２,８１０ ３７３,１２９ ３７１,９０２ ３３８,７０5 ２８１,２７８ ▲ １７.０％ ３5.２％ ３０.０％ ▲ 5.２

北九州市外計 ２３８,０３８ ２０８,5７5 １９９,5３８ ２２８,１5０ ２３７,３65 ４.０％ １6.８％ １８.０％ １.２

遠賀・宗像地域 １３5,6８７ １１４,３００ １１０,８８４ ８6,９９３ ７０,１４４ ▲ １９.４％ ３７.5％ ３０.７％ ▲ 6.８

直方・飯塚地域 6７,6２８ 65,３０３ 5７,４３２ 6７,5１5 66,２56 ▲ １.９％ ２5.０％ ２5.４％ ０.４

田川地域 5,０３９ 5,４８７ 6,２９２ ３,４56 １３,７２４ ２９７.１％ ３.７％ １5.6％ １１.９

京築地域 １９,０２6 １１,２３１ １０,１８１ ３９,７１７ ３３,6８１ ▲ １5.２％ １5.２％ １２.７％ ▲ ２.5

下関地域 １０,65８ １２,２5４ １４,７４９ ３０,４6９ 5３,56０ ７5.８％ 6.１％ １１.２％ 5.１

65０,８４８ 5８１,７０４ 5７１,４４０ 566,８55 5１８,6４３ ▲ ８.5％ ２４.４％ ２２.９％ ▲ １.5

注）有効商圏人口算出に使用した人口は、国勢調査人口。

注）令和４年には上毛町を含む有効商圏人口、平成２７年以前は上毛町は含まれていない。

合　　計

買物出向率(％)黒崎中心市街地の有効商圏人口（人）

６５０,８4８

５８１,７０4
５７１,44０ ５６６,８５５

５１８,６4３

4００,０００

4５０,０００

５００,０００

５５０,０００

６００,０００

６５０,０００

７００,０００

７５０,０００

平成１２年 平成１７年 平成２２年 平成２７年 令和４年

（人）

４ 黒崎中心市街地の商圏 

《有効商圏人口の推移》 

 黒崎中心市街地の有効商圏人口は ５１万 ８千人。 

 減少傾向で推移しており、平成 ２７年と比べて、市外では ４.０％増加したが、北九州市内で

１７.０％減少した結果、全体では ８.５％減少している。 

 市外を地域別にみると、遠賀・宗像地域で １９.４％減少、直方・飯塚地域で １.９％減少、京築

地域で １５.２％減少したが、下関地域で ７５.８％増加、田川地域で ２９７.１％増加したため、

市外全体としては ４.０％増加としている。 

■ 黒崎中心市街地有効商圏人口の推移 ■ 

《商圏ランクの推移》 

令和４年・年 １回以上でみた商圏ランク 平成２７年から令和４年の商圏ランク変化

《１次商圏》 
・該当なし 

《２次商圏》 
・該当なし 

《３次商圏》・・・4 区 ７市町村 
・若松区・八幡東区・八幡西区・戸畑区・中間市 

・宗像市・水巻町・岡垣町・遠賀町・直方市・鞍手町 

《３次商圏へランクアップ》・・・１ 区 １市町村 
・戸畑区・宗像市 

《ランクダウン》・・・２ 区 ７市町村 
・八幡東区（２次→３次）・八幡西区（１ 次→３次） 

・中間市（２次→３次）・芦屋町（３ 次→ランク外） 

・水巻町（２次→３次）・岡垣町（２次→３次） 

・直方市（２次→３次）・宮若市（３ 次→ランク外） 

・赤村（３次→ランク外） 
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■ 黒崎中心市街地商圏ランクＭＡＰ ■ 

平成２７年黒崎中心市街地商圏（年 １回以上） 令和４年黒崎中心市街地商圏（年 １回以上） 

【参考】 

平成２７年→令和４年商圏（年 １回以上）変化 令和４年黒崎中心市街地商圏（年 ２回以上）

１次商圏

２次商圏

３次商圏

１次商圏

２次商圏

３次商圏

１次商圏

２次商圏

３次商圏

有効商圏人口 ２９９,342人

商圏ランクが高次に変化

商圏ランクに変化なし

商圏ランクが低次に変化

有効商圏人口 ２９９,３４２ 人 
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※高須・学研都市地区は今回調査より追加。 ※前回調査では、市外居住者には「葛原・下曽根地区」、「二島地区」、

「東田地区」、「折尾・本城地区」のみ質問。

２３.８

１５.８

１８.８

２２.６

３１.０

９.８

２１.３

１３.６

4２.３

２８.２

１５.１

２２.８

１７.８

１８.６

２4.０

３５.３

１4.８

２２.８

２4.１

１２.２

4９.９

２９.８

２７.７

０ １０ ２０ ３０ 4０ ５０ ６０

門司港駅周辺

（門司港・栄町地区）

門司駅周辺

（大里・柳町地区）

城野・北方地区

守恒・徳力地区

葛原・下曽根地区

若松駅周辺

（本町・明治町地区）

二島地区

高須・学研都市地区※

中央町・春の町地区

東田地区

折尾・本城地区

戸畑駅周辺

（中本町・浅生地区）

平成２７年

令和4年

(％)

１５.６

９.６

１７.１

１９.７

１８.７

１１.７

１１.８

１０.６

１５.６

８.３

８.５

１１.８

９.８

２３.５

１4.８

９.７

０ １０ ２０ ３０ 4０ ５０ ６０

平成２７年

令和4年

(％)

５ 主な商業地区への買物出向率 

 市内居住者の主な商業地区への年１回以上の買物出向率をみると、大型店の集積が進ん

でいる東田地区への出向率が４９.９％と最も高く、次いで葛原・下曽根地区３５.３％、折

尾・本城地区 ２９.８％、戸畑駅周辺２７.７％の順となっている。 

 平成２７年の買物出向率と比べると、戸畑駅周辺が １２.６ ポイント（１５.１％→２７.７％）と

最も上昇、次いで東田地区が７.６ ポイント（４２.３％→４９.９％）上昇している。 

 １２ 商業地区のうち８地区が前回よりも上昇し、３地区はほぼ現状維持で、大きく減少した

地区はない。 

 市外居住者の主な商業地区への年 １回以上の買物出向率をみると、東田地区が

２３.５％と最も高く、次いで門司港駅周辺 １８.７％、葛原・下曽根地区 １５.６％、折尾・本

城地区 １４.８％の順となっている。 

 今回調査から市内居住者と同一の商業地区設定としたため、正確な比較はできないが、

前回と比較できる地区についてみると、東田地区への出向率が６.４ ポイント上昇（１７.１％

→２３.５％）、葛原・下曽根地区は前回と同率、折尾・本城地区は ４.９ ポイント減少

（１９.７％→１４.８％）、二島地区は １.１ ポイント減少（９.６％→８.５％）している。 

■ 買物出向率 ■ 

《市内居住者》                    《市外居住者》 
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３１.５

３１.4

３２.０

３６.０

２８.３

44.３

６０.８

５4.２

５１.4

３６.５

１６.９

２３.０

１８.８

１８.０

６.９

０ ２０ 4０ ６０ ８０

全 体

２９歳以下

３０～44歳

4５～５９歳

６０歳以上

全体 市内居住者 市外居住者
(％)

4３.９

３4.4

３０.３

２９.６

１８.２

１７.０

１６.７

１4.６

１０.１

３７.５

３０.１

２３.９

１７.２

２０.３

１７.７

７.８

１８.８

７.９

4８.4

３７.３

３4.２

３７.０

１７.１

１６.６

２２.０

１２.１

１１.３

０ ２０ 4０ ６０

食事・喫茶・飲食など

日常の買物

ちょっと高級な買物

ウィンドウショッピング

娯楽

通勤・通学

理容・美容

所用（仕事、銀行等）

医療機関等への通院

全体 男性 女性 (％)

６ 小倉中心市街地の利用状況 

《来街頻度》 

 小倉中心市街地を買物目的に限らず月 １回以上訪れる人の割合は、全体では ３１.５％

（市内居住者４４.３％、市外居住者 １６.９％）である。 

 年代別にみると、市内、市外居住者とも、２９歳以下が最も高く、年代が上がるにつれて来

街頻度が低くなる傾向にある。 

《来街目的》 

 全体では「食事・喫茶・飲食など」が ４３.９％で最も高く、次いで、「日常の買物」３４.４％、

「ちょっと高級な買物」３０.３％「ウィンドウショッピング」２９.６％の順となっている。 

 性別にみると、全般的に女性の方が男性よりも上回っているが、中でも「ウィンドウショッピ

ング」「理容・美容」「食事・喫茶・飲食など」「ちょっと高級な買物」は女性の方が男性を大き

く上回っている。逆に、男性が女性を上回るものとしては、「娯楽」「所用（仕事、銀行等）」

がある。 

■ 来街頻度 ■                  ■ 来街目的 ■

《滞在時間と消費金額》 

 平均滞在時間は全体で ３.２２ 時間。 

 市内居住者の ２.９８ 時間に対し、市外居住者は ３.９３ 時間となっており、市内居住者より

も約 １時間長く滞在している。 

 男性２９歳以下の ４.０３ 時間が最も長く、次いで女性 ２９歳以下 ３.９８ 時間、女性 ３０

～４４歳 ３.４４ 時間の順となっており、男女ともに年代が上がるにつれて、滞在時間が短

くなっている。 

 平均消費金額は全体で ８,４９５円。 

 市内居住者の ８,０７２円に対し、市外居住者は ９,７２１ 円となっており、市内居住者より

も １,７００ 円程度多く消費している。 

 女性６０歳以上の ９,８４７円が最も多く、次いで、女性 ３０～４４歳 ８,９３４ 円、女性 ４５

～５９歳 ８,７４８ 円の順となっており、いずれも来街目的に「ちょっと高級な買物」との回



11 

4.０３ 

３.１９ ３.０５ 
２.６６ 

３.９８ 

３.44 
３.２１ 

２.９５ 

７,７１１ 

８,１５０ 

７,７１０ 

７,７９７ 

７,２５６ 

８,９３4 

８,７4８ 

９,８4７ 

５,８０７ 

８,７０９ 

７,５１９ 

８,６６７ 

５,７３２ 

７,８３９ 

９,６９５ 

８,９５２ 

０

１,０００

２,０００

３,０００

4,０００

５,０００

６,０００

７,０００

８,０００

９,０００

１０,０００

０

１

２

３

4

５

６

７

８

２９歳以下 ３０～44歳 4５～５９歳 ６０歳以上 ２９歳以下 ３０～44歳 4５～５９歳 ６０歳以上

平均滞在時間

平均消費金額（今回）

平均消費金額（前回）

(時間) (円)

滞
在
時
間

平
均
消
費
金
額

男 性 女 性

滞 在 時 間 全体：３.２２時間 市内居住者：２.９８時間 市外居住者：３.９３時間

平均消費金額 全体：８,4９５円 市内居住者：８,０７２円 市外居住者：９,７２１円

答が多かった年代となっている。 

 滞在時間は男女ともに ２９歳以下が最も長いが、消費金額は男性が７,７１１ 円、女性が

７,２５６ 円と少ない結果となっている。また、消費金額は男性では年代間の差は小さい

が、女性では年代間の差が大きくなっている。 

■ 小倉中心市街地での滞在時間と消費金額 ■

《来街頻度の変化とその理由》 

 「非常に増えた」「やや増えた」と回答した人を『増加層』、「やや減った」「非常に減った」と

回答した人を『減少層』とした場合、全体では、『増加層』１６.３％に対し『減少層』４３.０％と

なっており、大幅に減少している。 

 市内居住者は『増加層』１４.０％に対し『減少層』４７.９％で大幅な減少となっているが、市

外居住者は『増加層』２３.２％に対し『減少層』２８.６％と、増減の差は小さくなっている。 

 男女ともに ２９歳以下は増加傾向にあるが、その他の年代では減少傾向にあり、概ね年

代が上がるにつれて減少超過が拡大していく傾向がみられ、男女とも ６０歳以上で減少

超過が最も大きくなっている。 

 小倉中心市街地を訪れる頻度が減った理由をみると、市内居住者、市外居住者とも「コロ

ナ禍で外出を自粛した」が圧倒的に高くなっている。 
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全    体

 (Ｎ=１７５１)

北九州市内計

 (Ｎ=１３１１)

北九州市外計

 (Ｎ=44０)

男性２９歳以下

 (Ｎ=８２)

男性３０～44歳

 (Ｎ=１２２)

男性4５～５９歳

(Ｎ=１９０)

男性６０歳以上

 (Ｎ=２５１)

女性２９歳以下

 (Ｎ=１７６)

女性３０～44歳

 (Ｎ=２１１)

女性4５～５９歳

 (Ｎ=３１６)

女性６０歳以上

 (Ｎ=３６８)

品
揃
え
が
不
十
分

流
行
品
が
少
な
い

遠
く
に
転
居
し
た

就
職
・
進
学
し
た

地

域

別

性

別

・

年

代

別 コ
ロ
ナ
で
外
出

を

自

粛

し
た

自
分
に
と
っ
て

魅

力

的

な
店
が
な
い

買
物
以
外
に
楽

し

め

な

い 街
に
魅
力
が
な
い

6.８ 

5.９ 

９.３ 

１７.１ 

１４.８ 

３.７ 

２.４ 

１４.８ 

１１.４ 

４.１ 

１.９ 

９.5 

８.１ 

１３.９ 

１２.２ 

１０.７ 

９.5 

４.４ 

１８.８ 

１２.８ 

９.5 

6.３ 

３８.6 

３6.４ 

４5.２ 

４5.１ 

３6.９ 

5０.０ 

４３.０ 

３6.４ 

３７.４ 

３７.７ 

３０.４ 

２5.８ 

２７.９ 

１９.5 

１７.１ 

２３.０ 

１９.5 

２７.5 

２０.5 

２４.２ 

２９.１ 

３３.２ 

１７.２ 

２０.０ 

９.１ 

6.１ 

１３.１ 

１5.３ 

２０.７ 

6.８ 

１２.３ 

１９.０ 

２6.１ 

２.０ 

１.７ 

３.０ 

２.４ 

１.6 

２.１ 

２.０ 

２.８ 

１.９ 

０.6 

２.２ 

０％ ２０％ ４０％ 6０％ ８０％ １００％

非常に

増えた

やや

増えた

変わらない やや

減った

非常に

減った

無回答

６９.4

２３.１

１4.１
１０.６

８.２ ６.１
4.６

１.９

６９.６

２５.０

１５.６

１１.５
９.２

６.８

4.０
１.６

６８.３

１３.５

６.３ ６.３
３.２

２.4

７.９

３.２

０

１０

２０

３０

4０

５０

６０

７０

８０
全体(Ｎ=７５4)

北九州市計(Ｎ=６２８)

北九州市外計(Ｎ=１２６)

(％)

■ 小倉中心市街地を訪れる              ■ 小倉中心市街地を訪れる 

頻度の変化 ■                    頻度が減った理由 ■

《小倉中心市街地に対するイメージ》 

【イメージ上位５項目】 

市内居住者 評  点 

①電車やバスなど公共交通機関が充実していると思う     ３.９９ 

②医療機関が充実しているまちだと思う                ３.９７ 

③名所、旧跡などがあり歴史・文化のあるまちだと思う     ３.７９ 

④公共施設や金融機関などが充実しているまちだと思う   ３.７７ 

⑤住むのに便利で快適なまちだと思う     ３.55 

そう思う ５ 

ややそう思う ４ 

どちらともいえない ３ 

あまりそう思わない ２ 

そう思わない １

市外居住者 

①飲食店や映画館など娯楽施設が充実していると思う    ４.００ 

②広域から人が集まる魅力的なまちだと思う            ３.９5 

③電車やバスなど公共交通機関が充実していると思う    ３.９４ 

④ぶらぶら歩いて楽しいまちだと思う                  ３.８８ 

⑤公共施設や金融機関などが充実しているまちだと思う  ３.８5 

【小倉中心市街地の全体イメージ評価】 

総合して小倉中心市街地のイメージはよいと思う             ３.5３ 

【イメージに差のある上位５項目】 

市 内   市 外 

① 子どもから大人まで全ての世代が楽しめるまちだと思う     ３.１１    ３.７１ 

② お店の人の威勢がよく、活気があるまちだと思う   ３.００   ３.55 

③ 長時間滞在しても飽きのこないまちだと思う          ２.８４   ３.5０ 

④ 街並みがおしゃれだと思う ２.８３   ３.４９ 

⑤ ワクワク、ドキドキ感のあるお店が多いと思う         ２.6０   ３.３９  
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１２.4

７.７

１１.５

１３.５

１３.９

１９.２

１７.５

１９.６

２１.５

１８.4

4.６

4.９

６.８

4.１

２.６

０ １０ ２０ ３０

全 体

２９歳以下

３０～44歳

4５～５９歳

６０歳以上

全体 市内居住者 市外居住者
(％)

３６.７

３０.２

２３.６

１８.８

１８.１

１５.4

１５.０

１２.4

７.８

２７.５

３０.７

２３.０

２０.９

１６.０

１4.３

１５.３

７.７

4.２

4３.２

３０.９

２4.３

１７.９

１９.２

１６.4

１５.１

１５.９

１０.０

０ ２０ 4０ ６０

日常の買物

食事・喫茶・飲食など

市役所等公共機関の利用

所用（仕事、銀行等）

医療機関等への通院

通勤・通学

ただの通過

理容・美容

ウィンドウショッピング

全体 男性 女性
(％)

７ 黒崎中心市街地の利用状況 

《来街頻度》 

 黒崎中心市街地を買物目的に限らず月１回以上訪れている人の割合は、全体では

１２.４％（市内居住者 １９.２％、市外居住者４.６％）である。 

 全体では年代が上がるにつれて来街頻度が高くなる傾向にあるが、市内居住者では ６０

歳以上になると来街頻度が下がり、市外居住者では、３０～４４歳で ６.８％と最も高く、そ

れ以上の年代では、年代が上がるにつれて来街頻度が低くなる傾向にある。 

《来街目的》 

 全体では、「日常の買物」が ３６.７％と最も高く、次いで「食事・喫茶・飲食など」３０.２％、

「市役所等公共機関の利用」２３.６％の順となっている。

 性別にみると、全般的に女性の方が男性よりも上回っており、中でも「日常の買物」「理容・

美容」「ウィンドウショッピング」は女性の方が男性を大きく上回っている。

■ 来街頻度 ■                   ■ 来街目的 ■

《滞在時間と消費金額》 

 平均滞在時間は全体で ２.０７ 時間。 

 市内居住者の ２.０３ 時間に対し、市外居住者２.２７ 時間となっており、市外居住者の方

が若干長くなっている。 

 男性では年代が上がるほど滞留時間が短くなる傾向にある。一方、女性では ３０～４４歳

の ２.４７ 時間が最も長く、次いで ６０歳以上が ２.１９ 時間となっており、２９歳以下、４５

～５９歳では ２時間を下回っている。 

 平均消費金額は全体で ５,２８１ 円。 

 市外居住者の ６,８５２円に対し、市内居住者は ４,９６６円となっており、市外居住者の方

が ２,０００円弱多く消費している。 

 男性４５～５９歳が ６,３１１ 円と最も多く、次いで、男性 ２９歳以下 ５,９６９円、男性 ３０

～４４歳 ５,６１３ 円の順となっている。女性では、６０歳以上の ５,４５５円が最も多く、２９

歳以下の ３,５００円が最も少なくなっている。 
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２.３4 

２.０５ 
１.９4 １.８７ １.８８ 

２.4７ 

１.９4 

２.１９ 

５,９６９ 

５,６１３ 

６,３１１ 

５,３９７ 

３,５００ 

５,０６０ 

4,３１３ 

５,4５５ 

4,１１３ 

６,4３０ 

５,６０4 

６,６９２ 

３,１８4 

4,８６０ 

６,００２ 

６,５９３ 

０

１,０００

２,０００

３,０００

4,０００

５,０００

６,０００

７,０００

０.０

０.５

１.０

１.５

２.０

２.５

３.０

３.５

4.０

4.５

５.０

２９歳以下 ３０～44歳 4５～５９歳 ６０歳以上 ２９歳以下 ３０～44歳 4５～５９歳 ６０歳以上

平均滞在時間

平均消費金額（今回）

平均消費金額（前回）

(時間) (円)

滞
在
時
間

平
均
消
費
金
額

男 性 女 性

滞 在時 間 全体：２.０７時間 市内居住者：２.０３時間 市外居住者：２.２７時間

平均消費金額 全体：５,２８１円 市内居住者：4,９６６円 市外居住者：６,８５２円

 滞在時間では、男性は ２９歳以下、女性は ３０～４４歳が最も長く、消費金額は男性は

４５～５９歳、女性は ６０歳以上が最も多くなっており、男女とも滞在時間の長さが消費金

額の多さにつながっていない。また、消費金額の最高と最低の差は、男性では９１４円、女

性では １,９５５ 円となっており、女性の方が差が大きくなっている。 

■ 黒崎中心市街地での滞在時間と消費金額 ■

《来街頻度の変化とその理由》 

 「非常に増えた」「やや増えた」と回答した人を『増加層』、「やや減った」「非常に減った」と

回答した人を『減少層』とした場合、全体では『増加層』１４.５％に対し『減少層』４４.２％で

減少超過が著しくなっている。

 市内居住者は『増加層』１２.６％に対し『減少層』４８.１％で減少傾向にあるが、市外居住者

は『増加層』２３.８％に対し『減少層』２５.４％とほぼ拮抗している。

 男女ともに ２９歳以下は『増加層』が『減少層』を上回り、増加傾向にあるが、年代が上が

るにつれて減少傾向が強まっており、男女とも ６０歳以上で減少超過が最も大きくなって

いる。

 黒崎中心市街地を訪れる頻度が減った理由をみると、全体では「自分にとって魅力的な店

がない」が ４９.８％と最も高く、次いで「コロナで外出を自粛した」４５.０％、「街に魅力がな

い」３７.８％、「品揃えが不十分」２１.２％の順となっており、より魅力的な店舗づくりの必要

性がうかがえる。
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全　体

(Ｎ=６９５)

北九州市内計

(Ｎ=５７３)

北九州市外計

(Ｎ=１２２)

男性２９歳以下

(Ｎ=２4)

男性３０～44歳

(Ｎ=５２)

男性4５～５９歳

(Ｎ=８６)

男性６０歳以上

(Ｎ=１２５)

女性２９歳以下

(Ｎ=4０)

女性３０～44歳

(Ｎ=６８)

女性4５～５９歳

(Ｎ=１０８)

女性６０歳以上

(Ｎ=１７4)

買
物
以
外
に
楽

し

め

な

い 流
行
品
が
少
な
い

遠
く
に
転
居
し
た

就
職
・
進
学
し
た

地

域

別

性

別

・

年

代

別 自
分
に
と
っ
て

魅

力

的

な
店
が
な
い

コ
ロ
ナ
で
外
出

を

自

粛

し
た

街
に
魅
力
が
な
い

品
揃
え
が
不
十
分

6.９ 

5.6 

１３.１ 

２5.０ 

１９.２ 

０.０ 

１.6 

２5.０ 

８.８ 

７.４ 

２.９ 

７.6 

７.０ 

１０.７ 

１6.７ 

９.6 

７.０ 

４.０ 

１5.０ 

１３.２ 

７.４ 

４.6 

３７.７ 

３6.０ 

４5.９ 

４１.７ 

３８.5 

5０.０ 

３6.０ 

２5.０ 

４８.5 

４１.７ 

２９.３ 

１７.6 

１８.３ 

１３.９ 

８.３ 

１１.5 

１5.１ 

２１.6 

１７.5 

１７.6 

１5.７ 

２０.１ 

２6.6 

２９.８ 

１１.5 

４.２ 

１９.２ 

２７.９ 

３２.８ 

１5.０ 

８.８ 

２5.０ 

３８.5 

３.6 

３.３ 

４.９ 

４.２ 

１.９ 

０.０ 

４.０ 

２.5 

２.９ 

２.８ 

４.6 

０％ ２０％ ４０％ 6０％ ８０％ １００％

非常に

増えた

やや

増えた

変わらない やや

減った

非常に

減った

無回答

4９.８
4５.０

３７.８

２１.２

１１.７

１０.７

２.９ １.６

５０.７

4５.３

３８.4

２２.８

１２.７

１０.１ ３.３

１.１

4１.９ 4１.９

３２.３

６.５

３.２

１６.１

０.０

６.５

０

１０

２０

３０

4０

５０

６０
全体(Ｎ=３０７)

北九州市計(Ｎ=２７６)

北九州市外計(Ｎ=３１)

(％)

■ 黒崎中心市街地を訪れる               ■ 黒崎中心市街地を訪れる 

頻度の変化 ■                    頻度が減った理由 ■

《黒崎中心市街地に対するイメージ》 

【イメージ上位５項目】 

市内居住者 評  点 

①電車やバスなど公共交通機関が充実していると思う     ３.７6 

②医療機関が充実しているまちだと思う ３.5１ 

③公共施設や金融機関などが充実しているまちだと思う   ３.４４ 

④住むのに便利で快適なまちだと思う ３.００ 

⑤名所、旧跡などがあり歴史・文化のあるまちだと思う     ２.８８

そう思う ５ 

ややそう思う ４ 

どちらともいえない ３ 

あまりそう思わない ２ 

そう思わない １

市外居住者 

①電車やバスなど公共交通機関が充実していると思う     ３.４４ 

②医療機関が充実しているまちだと思う ３.２３ 

③公共施設や金融機関などが充実しているまちだと思う   ３.２２ 

④住むのに便利で快適なまちだと思う ３.１０ 

⑤広域から人が集まる魅力的なまちだと思う ３.０２

【黒崎中心市街地の全体イメージ評価】 

総合して黒崎中心市街地のイメージはよいと思う              ２.７７ 

【イメージに差のある上位５項目】 

市 内   市 外 

①広域から人が集まる魅力的なまちだと思う              ２.２6   ３.０２ 

②子どもから大人まで全ての世代が楽しめるまちだと思う   ２.２０   ２.８９ 

③飲食店や映画館など娯楽施設が充実していると思う ２.０6   ２.6７ 

④長時間滞在しても飽きのこないまちだと思う １.９８   ２.5９ 

⑤ワクワク、ドキドキ感のあるお店が多いと思う   １.９１   ２.5８ 
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生鮮食品

食品加工

酒類

日用品

肌着、下着

子供服

婦人服

紳士服

靴、ハンドバッグ

アクセサリー、時計

家具、インテリア

医薬・化粧品

家電製品

スポーツ・レジャー用品

書籍、文具、ＤＶＤ、ＣＤ

贈答品

５.２

4.８

4.７

4.６

６.4

６.4

１０.０

９.７

１１.4

１３.4

８.１

３.９

３.２

4.２

4.７

６.６

０ １０ ２０

(Ｎ=２,８５９)

(Ｎ=２,８３１)

(Ｎ=２,１２７)

(Ｎ=２,７９７)

(Ｎ=２,７２4)

(Ｎ=８０６)

(Ｎ=２,０７９)

(Ｎ=２,０１１)

(Ｎ=２,５１９)

(Ｎ=１,4９７)

(Ｎ=２,０３０)

(Ｎ=２,７０７)

(Ｎ=２,６００)

(Ｎ=１,６８５)

(Ｎ=２,4１８)

(Ｎ=２,２２８)

( %)

１.３

１.３

１.７

１.５

２.７

4.０

５.３

３.７

５.８

６.５

２.９

２.９

１.６

２.８

３.７

５.５

０.２

０.２

０.３

０.２

０.２

０.３

０.２

０.２

０.１

０.２

０.７

０.２

０.4

０.５

０.２

０.３

4.３

4.4

4.８

4.4

５.２

６.９

５.５

５.９

4.６

５.５

4.９

３.８

７.０

７.７

4.4

５.３

５.８

５.９

６.８

６.１

８.１

１１.２

１１.０

９.８

１０.５

１２.２

８.５

６.９

９.０

１１.０

８.３

１１.１

０５１０１５２０

(Ｎ=２,１３６)

(Ｎ=２,１８９)

(Ｎ=１,８１２)

(Ｎ=２,０８９)

(Ｎ=２,２３７)

(Ｎ=９６３)

(Ｎ=１,６９７)

(Ｎ=１,７０８)

(Ｎ=２,１６4)

(Ｎ=１,７５８)

(Ｎ=１,７５０)

(Ｎ=２,０９７)

(Ｎ=１,９６２)

(Ｎ=１,５０５)

(Ｎ=１,８4１)

(Ｎ=１,５０９)

小倉中心市街地への流入率

黒崎中心市街地への流入率

その他市内への流入率

(%)

【最寄品】

食品スーパー 5０.6 食品スーパー ４２.７ ディスカウントストア ３３.２ ディスカウントストア ３０.９ ドラッグストア 5１.5

総合スーパー・ＳＣ ２１.6 ディスカウントストア ２３.０ 食品スーパー ２８.７ 総合スーパー・ＳＣ １８.９ 総合スーパー・ＳＣ １４.6

ディスカウントストア １８.０ 総合スーパー・ＳＣ ２０.９ 総合スーパー・ＳＣ １７.5 ドラッグストア １８.１ ディスカウントストア １３.４

食品スーパー ５4.５ 食品スーパー ４5.９ 食品スーパー ３０.７ ディスカウントストア ２４.３ ドラッグストア ６１.２

総合スーパー・ＳＣ ２２.5 総合スーパー・ＳＣ ２２.０ ディスカウントストア ２９.０ ドラッグストア ２３.２ 総合スーパー・ＳＣ １２.７

ディスカウントストア １３.１ ディスカウントストア １８.７ 総合スーパー・ＳＣ １９.０ 総合スーパー・ＳＣ １８.１ ディスカウントストア ７.７

食品スーパー ４5.6 食品スーパー ３８.７ ディスカウントストア ３８.０ ディスカウントストア ３９.３ ドラッグストア ３９.6

ディスカウントストア ２４.5 ディスカウントストア ２８.6 食品スーパー ２6.5 総合スーパー・ＳＣ １９.９ ディスカウントストア ２０.４

総合スーパー・ＳＣ ２０.４ 総合スーパー・ＳＣ １９.5 総合スーパー・ＳＣ １5.８ 食品スーパー １３.０ 総合スーパー・ＳＣ １７.０

全　体

生鮮食品 食品加工 酒類 日用品 医薬・化粧品

市内
居住者

市外
居住者

８ ふだんの買物行動 

《買物場所》 

 多くの品目で、流入率が流出率を上回る流入超過となっているが、「アクセサリー、時計」

と「靴、ハンドバッグ」は、わずかだが流出超過となっている。

 品目別に流入超過の状況をみると、「スポーツ・レジャー用品」の ６.８ ポイントが最も大き

く、「家電製品」５.８ ポイント、「子供服」４.８ ポイント、「贈答品」４.５ ポイント、「書籍、文

具、ＤＶＤ、ＣＤ」３.６ ポイントの順となっている。

■ 市内への流入率・市外への流出率 ■ 

      ＜市内への流入率＞                       ＜市外への流出率＞

《買物先の店舗形態》 

 最寄品のうち「生鮮食品」「食品加工」は『食品スーパー』、「酒類」「日用品」は『ディスカウ

ントストア』、「医薬・化粧品」は『ドラッグストア』の割合が最も高くなっている。

 買回品のうち、「肌着、下着」、「子供服」、「婦人服」、「紳士服」、「靴、ハンドバッグ」「アクセ

サリー、時計」は『総合スーパー・ＳＣ』、「家具、インテリア」「家電製品」「スポーツ・レジャー

用品」「書籍、文具、ＤＶＤ、ＣＤ」では『専門店』、「贈答品」は『デパート』が割合が最も高く

なっている。

 市内居住者、市外居住者で異なっている点をあげると、市内居住者では、「酒類」が『食品

スーパー』、「アクセサリー、時計」が『デパート』、「家具、インテリア」が『ホームセンター』、

市外居住者では、「贈答品」が『総合スーパー・ＳＣ』の割合が最も高くなっている。

■ 品目別にみた買物先の店舗形態ＴＯＰ３ ■

流入率…市外居住者が北九州市内へ買物に来る割合

流出率…市内居住者が北九州市外へ買物に行く割合 
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【買回品】

総合スーパー・ＳＣ 5０.７ 総合スーパー・ＳＣ 5２.７ 総合スーパー・ＳＣ ４6.４ 総合スーパー・ＳＣ ４6.5 総合スーパー・ＳＣ ４０.８

ディスカウントストア １３.２ 専門店 １４.９ デパート １４.２ 専門店 １6.８ デパート １８.３

専門店 ８.４ インターネット ９.１ インターネット １２.３ デパート １２.１ インターネット １３.４

総合スーパー・ＳＣ ５１.３ 総合スーパー・ＳＣ ４6.８ 総合スーパー・ＳＣ ４３.０ 総合スーパー・ＳＣ ４３.２ 総合スーパー・ＳＣ ３７.９

専門店 １０.２ 専門店 ２１.７ デパート １6.6 専門店 ２０.９ デパート ２１.5

ディスカウントストア ９.０ インターネット ９.９ インターネット １１.４ デパート １３.０ 専門店 １３.４

総合スーパー・ＳＣ ５０.０ 総合スーパー・ＳＣ ５７.５ 総合スーパー・ＳＣ ５０.５ 総合スーパー・ＳＣ ５０.２ 総合スーパー・ＳＣ ４４.０

ディスカウントストア １８.１ 専門店 ９.３ インターネット １３.5 専門店 １２.１ インターネット １5.０

インターネット ８.０ インターネット ８.４ デパート １１.３ デパート １１.１ デパート １４.８

総合スーパー・ＳＣ ３２.１ 専門店 ３４.5 専門店 66.6 専門店 ４6.5 専門店 ４１.３

デパート ２２.6 ホームセンター ３２.１ インターネット ９.７ 総合スーパー・ＳＣ １９.４ 総合スーパー・ＳＣ ２5.０

インターネット １８.０ 総合スーパー・ＳＣ １０.5 総合スーパー・ＳＣ ７.４ インターネット １４.１ インターネット １９.４

デパート ２７.１ ホームセンター ４１.７ 専門店 ７１.4 専門店 ４９.４ 専門店 ４１.5

総合スーパー・ＳＣ ２6.８ 専門店 ３０.９ インターネット ９.5 総合スーパー・ＳＣ １5.９ 総合スーパー・ＳＣ ２6.３

インターネット １6.８ インターネット ９.４ 総合スーパー・ＳＣ 5.１ インターネット １5.０ インターネット １８.6

総合スーパー・ＳＣ ３6.5 専門店 ３８.5 専門店 6０.７ 専門店 ４３.5 専門店 ４１.１

インターネット １９.０ ホームセンター ２１.5 総合スーパー・ＳＣ １０.３ 総合スーパー・ＳＣ ２３.３ 総合スーパー・ＳＣ ２３.４

デパート １８.８ 総合スーパー・ＳＣ １４.８ インターネット ９.８ インターネット １３.１ インターネット ２０.5

デパート ３5.３ ７０％以上 5０～７０％未満 ３０～5０％未満

総合スーパー・ＳＣ ３３.８

インターネット １３.３

デパート ４３.３

総合スーパー・ＳＣ ２７.４

インターネット １３.４

総合スーパー・ＳＣ ４３.０

デパート ２３.９

インターネット １３.２

肌着、下着 子供服 婦人服 靴、ハンドバッグ

全　体

市内
居住者

市外
居住者

アクセサリー、時計 家具、インテリア 家電製品 スポーツ・レジャー用品 書籍、文具、ＤＶＤ、ＣＤ

紳士服

市外
居住者

全　体

市内
居住者

市外
居住者

贈答品

全　体

市内
居住者

近い
品揃え

が豊富

値段が

安い

駐車が

便利

交通の

便がよ

い

スタン

プ・ポイ

ント等が
もらえ

る

カード・

電子マ

ネーが

使える

店に信

用があ

る

品質・鮮

度がよ

い

自宅ま

で配送

してもら

える

流行品

がある

接客

サービ

スがよ

い

店や街

の雰囲

気がよ

い

チラシ

がよく

入って

いる

顔なじ

みの店

がある

全体 4１.２ ３4.３ ２５.８ ２５.4 １4.５ １３.５ １１.８ １０.4 ９.６ ８.５ ６.６ 4.５ 4.4 ３.２ ３.０

最寄品 ６１.８ ２4.７ ３６.３ ３０.５ １７.０ １７.６ １２.５ ７.０ １２.２ 4.５ １.３ ３.4 ３.５ ５.０ ２.５

買回品 ２９.５ ３９.７ １９.７ ２２.５ １３.０ １１.２ １１.３ １２.4 ８.１ １０.８ ９.６ ５.１ ５.０ ２.２ ３.２

０

１０

２０

３０

4０

５０

６０

７０(％)

■ 品目別にみた買物先の店舗形態ＴＯＰ３ ■（続き）

《買物先を選ぶ理由》 

 全体では「近い」の ４１.２％が最も高く、次いで、「品揃えが豊富」３４.３％、「値段が安い」

２５.８％、「駐車が便利」２５.４％の順となっている。

 最寄品では「近い」が ６１.８％と圧倒的に高くなっているが、買回品では「品揃えが豊富」

が ３９.７％と最も高く、買物先を選ぶ理由に違いがみられる。また、「値段が安い」「駐車

が便利」「スタンプ・ポイント等がもらえる」「品質・鮮度がよい」という理由は最寄品に多く、

「流行品がある」「自宅まで配送してもらえる」「店に信用がある」という理由は買回品に多

くみられる。

■ 買物をする際に店舗を選ぶ理由 ■
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１９.８ 
１８.２ 

６.１ 

９.4 

１4.５ 

２３.１ 
２０.９ 

６.１ 

１１.4 １２.３ 

２９.２ 

０

５

１０

１５

２０

２５

３０

３５

全体

(Ｎ=３,１９３)

男性全体

(Ｎ=１,２２１)

２９歳以下

(Ｎ=６５)

３０～44歳

(Ｎ=１６２)

4５～５９歳

(Ｎ=３１５)

６０歳以上

(Ｎ=６７９)

女性全体

(Ｎ=１,９１９)

２９歳以下

(Ｎ=１３１)

３０～44歳

(Ｎ=２4５)

4５～５９歳

(Ｎ=4９１)

６０歳以上

(Ｎ=１０4９)

男 性 女 性

(％)

近い 近くにない

品質・鮮度がよい 駐車場がない

商品が豊富
どこにどのような店が

あるのかがわからない

交通の便がよい 空き店舗が多い

駐車場が確保されている
自分のほしい商品を

置いている店がない

他の用事のついでに寄れる 品数が少ない

値段が安い・まけてくれる 雰囲気が暗い

顔なじみの店がある
ゴミゴミしていて

あまりきれいではない

店の人と対話ができる 人通りが少ない

店に信用がある
休憩所やトイレがない

・わからない

５１.３

３８.９

２８.０

２７.８

２６.１

２２.７

１９.５

１７.６

１５.９

１５.７

０ １０ ２０ ３０ 4０ ５０ ６０ ７０

北九州市計

(Ｎ=１,１２９)

(％)

６１.4

4０.２

２６.８

２５.５

１５.３

１２.０

１１.５

１０.３

１０.２

９.８

０ １０ ２０ ３０ 4０ ５０ ６０ ７０

北九州市計

(Ｎ=１,３３０)

(％)

《商店街・市場の利用状況》 

 商店街・市場を週 １回以上利用する人の割合は、全体では １９.８％。 

 男女ともに年代が上がるにつれて利用頻度が高くなり、６０歳以上の男性では ２３.１％、

女性では ２９.２％となっている。 

■ 性別・年代別にみた商店街・市場の利用頻度（週１回以上） ■

《商店街・市場を利用する理由》 

 市内居住者が商店街・市場を利用する理由をみると、「近い」５１.３％が最も高く、ついで

「品質・鮮度がよい」３８.９％、「商品が豊富」２８.０％、「交通の便がよい」２７.８％、「駐車

場が確保されている」２６.１％の順となっている。

 市内居住者が商店街・市場を利用しない理由をみると、「近くにない」が ６１.４％と圧倒的

に高く、次いで「駐車場がない」４０.２％、「どこにどのような店があるのかがわからない」

２６.８％、「空き店舗が多い」２５.５％の順となっている。

■ 商店街・市場を利用する理由 ■      ■ 商店街・市場を利用しない理由 ■
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近隣住民の身近な買物場所

高齢者や交通弱者のための買物場所

地域のにぎわいづくり

街の治安や防犯

他の公共機能等と一体となった利便性

地域コミュニティ活動の担い手

広域から来る消費者のための買物場所

新たな創業の場

街並みや歴史的資源の保存

地域の文化・伝統の担い手

その他

無回答

６１.２

５4.７

4１.７

２６.4

２６.２

２１.７

１７.７

１３.７

１１.５

１１.１

4.９

６.５

０ １０ ２０ ３０ 4０ ５０ ６０ ７０

北九州市計

(Ｎ=３,１９３)

(％)

《商店街や市場が活性化していく上で果たすべき役割》 

 商店街や市場が消費者に対してどのような役割・機能を果たしていくべきかをみると、「近

隣住民の身近な買物場所」が ６１.２％と最も高くなっている。次いで「高齢者や交通弱者

のための買物場所」５４.７％、「地域のにぎわいづくり」４１.７％、「街の治安や防犯」

２６.４％、「他の公共機能等と一体となった利便性」２６.２％、「地域コミュニティ活動の担

い手」２１.７％の順となっている。

■ 商店街や市場が活性化していく上で果たすべき役割 ■
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ウィンドウショッピング

いのちのたび博物館

食事・喫茶・飲食など

日常の買物

ちょっと高級な買物

娯楽

スペース・ラボ（新科学館）

環境ミュージアム

イノベーションギャラリー

所用（仕事、銀行等）

趣味・習い事

北九州英語村（ＫＧＧ）

その他

無回答

5４.6

３７.７

３5.１

３３.８

２２.０

１７.７

１３.6

８.０

４.２

３.１

１.４

０.７

２.３

０.２

０ １０ ２０ ３０ ４０ 5０ 6０

全体(Ｎ=２,９７6)

(％)

全　　体

 (Ｎ=５８６６)

北九州市内計

 (Ｎ=３１９３)

北九州市外計

 (Ｎ=２６７３)

男　性

 (Ｎ=２２4９)

女　性

( Ｎ=３4７５)

性

別

地

域

別

5０.７ 

5４.４ 

４6.４ 

４４.6 

55.5 

４３.6 

３6.７ 

5１.９ 

5０.２ 

３８.９ 

5.6 

８.９ 

１.７ 

5.２ 

5.6 

０％ ２０％ ４０％ 6０％ ８０％ １００％

行ったことがある 行ったことがない 無回答

９ 東田地区（ジ  アウトレット北九州、北九州英語村（ＫＧＧ）、スペース・ラボ（新科学館）、いのちのたび博物館など）について

《来街経験》 

 全体では、「行ったことがある」が ５０.７％となっている。

 地域別では、市外居住者より市内居住者の方が「行ったことがある」の割合が高く、性別で

は男性より女性の方が高くなっている。

■ 来街経験 ■ 

《来街目的》 

 「ウィンドウショッピング」が ５４.６％と最も高くなっている。次いで「いのちのたび博物館」

３７.７％、「食事・喫茶・飲食など」３５.１％、「日常の買物」３３.８％、「ちょっと高級な買物」

２２.０％の順となっている。

■ 来街目的 ■ 
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全      体

(Ｎ=２,９７６)

北九州市内計

(Ｎ=１,７３６)

北九州市外計

(Ｎ=１,２4０)

地

域

別

5.5 

８.5 

１.6 

１０.９ 

１３.９ 

6.6 

１３.４ 

１6.０ 

９.９ 

２１.９ 

２１.5 

２２.４ 

１９.３ 

１７.6 

２１.８ 

２6.８ 

２０.３ 

３5.８ 

２.１ 

２.２ 

１.９ 

０％ ２０％ ４０％ 6０％ ８０％ １００％

週に１回以上 月に２～３回 月に１回 ２～３ヶ月に１回 半年に１回 年に１回程度 無回答

全      体

(Ｎ=２,９７６)

北九州市内計

(Ｎ=１,７３６)

北九州市外計

(Ｎ=１,２4０)

男　性

(Ｎ=１,００4)

女　性

(Ｎ=１,９２７)

地

域

別

性

別

１０.７ 

７.３ 

１5.４ 

９.２ 

１１.４ 

４.３ 

３.８ 

４.９ 

４.３ 

４.２ 

８２.１ 

８5.０ 

７８.０ 

８３.８ 

８１.３ 

３.０ 

３.９ 

１.７ 

２.８ 

３.１ 

０％ ２０％ ４０％ 6０％ ８０％ １００％

増えた 減った 変わらない 無回答

《来街頻度》 

 普段、買物する・しないに関係なく、東田地区に行く頻度をみると、「年に１回程度」が

２６.８％と最も高くなっている。次いで「２～３ヶ月に１回」２１.９％、「半年に１回」１９.３％、「月

に１回」１３.４％、「月に２～３回」１０.９％、「週に１回以上」５.５％の順となっている。

■ 来街頻度 ■ 

《普段利用商業地区の利用状況の変化》 

 ジ アウトレット北九州を利用することで、それまで普段利用していた商業地区の利用状況の

変化をみると、「変わらない」が ８２.１％と圧倒的に高くなっている。「増えた」が １０.７％で、

「減った」は ４.３％と低くなっている。

 地域別では、市内居住者より市外居住者の方が「増えた」の割合が高く、性別では男性より

女性の方が高くなっている。

■ 普段利用商業地区の利用状況の変化 ■ 
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全　　体

 (Ｎ=５８６６)

男性２９歳以下

 (Ｎ=３５３)

男性３０～44歳

 (Ｎ=4１１)

男性4５～５９歳

 (Ｎ=５６５)

男性６０歳以上

 (Ｎ=９１９)

女性２９歳以下

 (Ｎ=4８4)

女性３０～44歳

 (Ｎ=６７０)

女性4５～５９歳

 (Ｎ=８９4)

女性６０歳以上

 (Ｎ=１4２０)

性

・

年

代

別

6０.１ 

5７.5 

6７.４ 

66.４ 

４１.０ 

７２.３ 

８２.４ 

７７.１ 

４４.９ 

３5.８ 

４１.４ 

２９.９ 

３１.３ 

5２.４ 

２6.２ 

１6.０ 

２０.８ 

４８.０ 

４.２ 

１.１ 

２.７ 

２.３ 

6.5 

１.４ 

１.6 

２.１ 

７.１ 

０％ ２０％ ４０％ 6０％ ８０％ １００％

利用している 利用していない 無回答

交通系ＩＣカード
(ｎｉｍｏｃａＳＵＧＯＣＡなど)

ＷＡＯＮ

ｎａｎａｃｏ

楽天Ｅdｙ

その他

無回答

３４.０

２７.３

２０.７

１１.４

９.９

３３.７

０ １０ ２０ ３０ ４０ 5０ 6０ ７０ ８０ ９０

全体(Ｎ=３,5２３)

(％)

１０ キャッシュレス決済について 

《利用状況》 

 電子マネー（ＩＣカード/スマホ）、カード（クレジット/デビット/プリペイド）、コード決済（ＱＲ/

バーコード/スマホ）などのいわゆるキャッシュレス決済の利用状況をみると、「利用してい

る」は ６０.１％となっている。

 女性３０～４４歳での利用率が ８２.４％と最も高く、次いで女性 ４５～５９歳で ７７.１％、女

性 ２９歳以下で ７２.３％の順となっている。一方、男女とも ６０歳以上での利用率は ４割

台にとどまっている。

■ キャッシュレス決済利用状況 ■ 

《利用しているキャッシュレス決済》 

① 電子マネー（ＩＣカード/スマホ） 

 「交通系 ＩＣ カード（ｎｉｍｏｃａ，ＳＵＧＯＣＡなど）」が ３４.０％ともっとも多く、次いで

「ＷＡＯＮ」（２７.３％）、「ｎａｎａｃｏ」（２０.７％）となっている。

■ 利用している電子マネー（ＩＣカード/スマホ） ■ 
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クレジットカード

デビットカード

その他

無回答

８０.5

４.９

１.４

１７.０

０ １０ ２０ ３０ ４０ 5０ 6０ ７０ ８０ ９０

全体(Ｎ=３,5２３)

(％)

ＰａｙＰａｙ

d払い

ａｕＰａｙ

楽天Ｐａｙ

Ｐａｙｃｈａ

メルペイ

その他

無回答

４８.９

１４.９

１０.１

８.０

6.２

5.２

３.２

３２.5

０ １０ ２０ ３０ ４０ 5０ 6０ ７０ ８０ ９０

全体(Ｎ=３,5２３)

(％)

② カード（クレジット/デビット/プリペイド） 

 「クレジットカード」が ８０.５％と圧倒的に高い。

■ 利用しているカード（クレジット/デビット/プリペイド） ■ 

③ コード決済の決済（ＱＲ/バーコード/スマホ） 

 「ＰａｙＰａｙ」が ４８.９％ともっとも多くなっている。次いで「d払い」（１４.９％）、「ａｕＰａｙ」

（１０.１％）となっている。

■ 利用しているコード決済の決済（ＱＲ/バーコード/スマホ） ■ 

《キャッシュレス決済の利用頻度》 

 週に １回以上利用している割合をみると、コード決済が ４６.３％、電子マネーが ４４.９％、

カードが ３７.７％となっている。 

■ キャッシュレス決済の利用頻度 ■ 

電子マネー

(Ｎ=３,５２３)

カード

(Ｎ=３,５２３)

コード決済

(Ｎ=３,５２３)

１３.９ 

９.７ 

１5.７ 

１３.９ 

９.１ 

１４.８ 

１７.１ 

１８.９ 

１5.８ 

９.８ 

２２.１ 

９.１ 

5.２ 

１１.８ 

４.０ 

７.２ 

１２.３ 

４.6 

１４.6 

７.6 

１5.２ 

１８.３ 

８.5 

２０.８ 

０％ ２０％ ４０％ 6０％ ８０％ １００％

週に５回以上 週に３～４回 週に１～２回 月に２～３回 月に１回

月に１回未満 利用しない 無回答

９.８

２２.１

９.１
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